
(57)【要約】

【課題】根管部に残った器具の破片を容易に抜き取るこ

とのできる破片抜き取り方法及びその工具を提供する。

【解決手段】根管治療時に破損した根管治療器具の破片

抜き取り方法において、根管内の破片Ｃの頭部ＣＨを切

削拡開工具１に備えた可撓軸先端の凹部１１に入れ、上

記可撓軸を逆回転して、先端部に備えた切削刃１３によ

って歯髄腔を拡開する工程と、超音波切削工具１５の先

端の凹部２１を前記破片Ｃに対向し、上記切削工具１５

に超音波振動を付与して前記破片Ｃの頭部ＣＨの周囲の

歯質を切削除去してさらに拡開する工程と、破片抜き取

り工具２３に備えたパイプ材３１の先端部から突出した

線部材３７のループ部分３５によって前記破片Ｃの頭部

ＣＨを締め付けて抜き取る工程、の各工程よりなる根管

治療器具の破片抜き取り方法である。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
根 管 治 療 時 に 破 損 し た 根 管 治 療 器 具 の 破 片 抜 き 取 り 方 法 に お い て 、
（ ａ ） 根 管 内 の 破 片 の 頭 部 を 切 削 拡 開 工 具 に 備 え た 可 撓 軸 先 端 の 凹 部 に 入 れ 、 上 記 可 撓 軸
を 逆 回 転 し て 、 先 端 部 に 備 え た 切 削 刃 に よ っ て 歯 髄 腔 を 拡 開 す る 工 程 、 （ ｂ ） 超 音 波 切 削
工 具 の 先 端 の 凹 部 を 前 記 破 片 に 対 向 し 、 上 記 超 音 波 切 削 工 具 に 超 音 波 振 動 を 付 与 し て 前 記
破 片 の 頭 部 周 囲 の 歯 質 を 削 除 し て 、 前 記 頭 部 周 囲 を さ ら に 拡 開 す る 工 程 、
（ ｃ ） 破 片 抜 き 取 り 工 具 に 備 え た パ イ プ 材 の 先 端 部 か ら 突 出 し た 線 部 材 の ル ー プ 部 分 に よ
っ て 前 記 破 片 の 頭 部 を 締 め 付 け て 抜 き 取 る 工 程 、
の 各 工 程 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 根 管 治 療 器 具 の 破 片 抜 き 取 り 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
回 転 用 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 取 付 部 を 備 え た 軸 体 の 先 端 部 に 、 可 撓 性 を 有 す る 微 細 な 可 撓 軸
を 設 け 、 こ の 可 撓 軸 の 先 端 部 に 、 根 管 治 療 器 具 の 破 片 の 頭 部 が 入 り 込 み 可 能 の 凹 部 を 先 端
側 へ 開 口 し 、 か つ 上 記 凹 部 の 側 方 に 、 逆 回 転 時 に 切 削 作 用 を 行 う 切 削 刃 を 傾 斜 し て 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 切 削 拡 開 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
超 音 波 発 生 器 へ の 取 付 部 を 備 え た 超 音 波 切 削 工 具 で あ っ て 、 前 記 取 付 部 の 軸 心 に 対 し て 交
差 す る 方 向 へ 長 く 設 け た 軸 体 を 、 先 端 部 側 が 細 く な る テ ー パ 状 に 設 け 、 こ の 軸 体 の 先 端 部
周 面 に 、 根 管 治 療 器 具 の 破 片 に 対 応 し た 凹 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 切 削 工 具
。
【 請 求 項 ４ 】
柄 部 材 の 先 端 部 に 備 え た 長 い パ イ プ 材 内 に 、 当 該 パ イ プ 材 の 先 端 部 か ら 突 出 し た 部 分 に ル
ー プ を 形 成 し た 線 部 材 を 移 動 自 在 に 設 け 、 前 記 柄 部 材 に 移 動 自 在 に 備 え た ス ラ イ ド 部 材 に
、 前 記 線 部 材 を 着 脱 交 換 可 能 に 連 結 し て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 破 片 抜 き 取 り 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 破 片 抜 き 取 り 工 具 に お い て 、 前 記 パ イ プ 材 の 先 端 部 の 穴 形 状 を 、 ２ 個 の
円 孔 の １ 部 が 重 な っ た 形 態 の 穴 形 状 に 形 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 破 片 抜 き 取 り 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば む し 歯 治 療 な ど の 根 管 治 療 に お い て 、 根 管 治 療 器 具 の 破 損 に よ っ て 破 片
が 根 管 内 に 残 っ た と き に 、 上 記 破 片 を 抜 き 取 る 方 法 及 び 同 方 法 の 各 工 程 に 使 用 す る 工 具 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば む し 歯 の 治 療 に お い て 、 歯 髄 （ 神 経 ） の 除 去 を 行 っ た 後 の 歯 髄 腔 内 に 根 管 充
填 剤 を 充 填 し て 無 菌 的 に 封 鎖 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 前 述 の ご と く 歯 髄 の 除 去 を 行 う 際
に 、 歯 髄 の 除 去 を 行 う た め の 工 具 が 折 損 し 、 破 片 を 根 管 内 に 残 す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 破 片 の 抜 き 取 り を 行 う た め の 器 具 と し て 、 把 持 部 の 先 端 部 に 開 閉 自 在 の チ ャ ッ ク を 備
え た 破 片 器 具 に お け る 前 記 チ ャ ッ ク で も っ て 前 記 破 片 の 頭 部 を 把 持 し 、 破 片 を 引 き 抜 く 形
式 の 器 具 が あ る 。 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ９ ３ ５ ６ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 把
持 部 の 先 端 に 屈 曲 し て 備 え た 柄 部 材 の 先 端 部 に 、 破 片 の 頭 部 を 引 き 掛 け る た め の 環 状 の 係
止 部 を 備 え た 構 成 の 器 具 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
把 持 部 の 先 端 部 に 、 破 片 の 頭 部 を 把 持 自 在 の チ ャ ッ ク を 開 閉 自 在 に 備 え た 器 具 に お い て は
、 破 片 の 頭 部 を 前 記 チ ャ ッ ク に よ っ て 把 持 す る と き 、 破 片 の 頭 部 と チ ャ ッ ク と の 位 置 的 関
係 が 適 正 で あ る か 否 か を 目 視 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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前 記 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ９ ３ ５ ６ 号 公 報 に 記 載 の 器 具 に お い て は 、 環 状 の 係 止 部 を 破 片 の
頭 部 に 掛 け る と き 、 破 片 と 係 止 部 と の 位 置 的 関 係 を 目 視 す る こ と が で き る も の の 、 係 止 部
は 大 径 の 連 通 孔 と 破 片 を 挟 持 す る 小 径 の ホ ー ル ド 孔 と を 連 続 し て 備 え て 涙 滴 形 状 に 形 成 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し た が っ て 、 係 止 部 を 構 成 す る 素 材 （ 線 材 ） の 弾 性 等 を 考 慮 す る と 、 前 記 係 止 部 の 形 状 形
成 が 厄 介 で あ る の み な ら ず 、 破 片 を ホ ー ル ド 孔 に 単 に 係 止 す る も の で あ る か ら 、 破 片 が 上
記 ホ ー ル ド 孔 か ら 抜 け る こ と が あ る な ど の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 前 述 の ご と き 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 根 管 治 療 時
に 破 損 し た 根 管 治 療 器 具 の 破 片 抜 き 取 り 方 法 に お い て 、 根 管 内 の 破 片 の 頭 部 を 切 削 拡 開 工
具 に 備 え た 可 撓 軸 先 端 の 凹 部 に 入 れ 、 上 記 可 撓 軸 を 逆 回 転 し て 、 先 端 部 に 備 え た 切 削 刃 に
よ っ て 歯 髄 腔 を 拡 開 す る 工 程 と 、 超 音 波 切 削 工 具 の 先 端 の 凹 部 を 前 記 破 片 に 対 向 し 、 上 記
超 音 波 切 削 工 具 に 超 音 波 振 動 を 付 与 し て 前 記 破 片 の 頭 部 周 囲 の 歯 質 を 削 除 し て 、 前 記 頭 部
周 囲 を さ ら に 拡 開 す る 工 程 と 、 破 片 抜 き 取 り 工 具 に 備 え た パ イ プ 材 の 先 端 部 か ら 突 出 し た
線 部 材 の ル ー プ 部 分 に よ っ て 前 記 破 片 の 頭 部 を 締 め 付 け て 抜 き 取 る 工 程 、 の 各 工 程 よ り な
る 根 管 治 療 器 具 の 破 片 抜 き 取 り 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 回 転 用 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 取 付 部 を 備 え た 軸 体 の 先 端 部 に 、 可 撓
性 を 有 す る 微 細 な 可 撓 軸 を 設 け 、 こ の 可 撓 軸 の 先 端 部 に 、 根 管 治 療 器 具 の 破 片 の 頭 部 が 入
り 込 み 可 能 の 凹 部 を 先 端 側 へ 開 口 し 、 か つ 上 記 凹 部 の 側 方 に 、 逆 回 転 時 に 切 削 作 用 を 行 う
切 削 刃 を 傾 斜 し て 備 え た 切 削 拡 開 工 具 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 超 音 波 発 生 器 へ の 取 付 部 を 備 え た 超 音 波 切 削 工 具 で あ っ て 、 前 記
取 付 部 の 軸 心 に 対 し て 交 差 す る 方 向 へ 長 く 設 け た 軸 体 を 、 先 端 部 側 が 細 く な る テ ー パ 状 に
設 け 、 こ の 軸 体 の 先 端 部 周 面 に 、 根 管 治 療 器 具 の 破 片 に 対 応 し た 凹 部 を 形 成 し た 超 音 波 切
削 工 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 柄 部 材 の 先 端 部 に 備 え た 長 い パ イ プ 材 内 に 、 当 該 パ イ プ 材 の 先 端
部 か ら 突 出 し た 部 分 に ル ー プ を 形 成 し た 線 部 材 を 移 動 自 在 に 設 け 、 前 記 柄 部 材 に 揺 動 自 在
に 備 え た ス ラ イ ド 部 材 に 、 前 記 線 部 材 を 着 脱 交 換 可 能 に 連 結 し て 設 け た 破 片 抜 き 取 り 工 具
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 破 片 抜 き 取 り 工 具 に お い て 、 前 記 パ イ プ 材 の 先
端 部 の 穴 形 状 を 、 ２ 個 の 円 孔 の １ 部 が 重 な っ た 形 態 の 穴 形 状 に 形 成 し て あ る 破 片 抜 き 取 り
工 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
例 え ば む し 歯 の 治 療 等 に お い て は 、 歯 髄 （ 神 経 ） を 除 去 す る こ と に よ っ て 空 洞 と な っ た 歯
髄 腔 に 、 根 管 充 填 剤 を 充 填 し て 無 菌 的 に 前 記 歯 髄 腔 を 封 鎖 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 前 述
の ご と く 、 歯 髄 の 除 去 を 行 う と き 、 歯 髄 腔 Ａ は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 歯 根 Ｂ の 先 端
側 ほ ど 狭 く な っ て い る の で 、 器 具 が 折 損 し 、 そ の 破 片 Ｃ を 内 部 に 残 す こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 破 片 Ｃ を 抜 き 取 る に は 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 先 ず 、 上 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ 付 近
の 歯 髄 腔 Ａ を 拡 開 す る 。 そ し て 、 図 １ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 破 片 Ｃ が 僅 か に 抜 け 出 し
た 状 態 に お い て 、 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ が 歯 髄 腔 Ａ の 一 方 へ 片 寄 る 場 合 に は 、 前 記 頭 部 Ｃ Ｈ の
周 囲 の 歯 質 を 削 除 し 拡 開 し て 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 頭 部 Ｃ Ｈ を 歯 髄 腔 Ａ の ほ ぼ
中 間 に 位 置 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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そ の 後 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 抜 き 取 り 工 具 に 備 え た 線 部 材 の ル ー プ 部 分 に よ っ て 前
記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ を 締 め 付 け て 、 前 記 破 片 Ｃ の 抜 き 取 り を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 述 の よ う に 、 前 記 破 片 Ｃ の 抜 き 取 り を 行 う に は 複 数 の 工 程 が 必 要 で あ る 。 そ こ で 、 各 工
程 に 使 用 す る 工 具 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ を 参 照 す る に 、 図 ３ は 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ の 周 囲 の 歯 髄 腔 Ａ を 拡 開 す る 作 用 を な す
切 削 拡 開 工 具 １ で あ っ て 、 こ の 切 削 拡 開 工 具 １ は 、 例 え ば 歯 科 用 電 気 エ ン ジ ン な ど の ご と
き 回 転 用 ア ク チ ュ エ ー タ （ 図 示 省 略 ） へ の 取 付 部 ３ を 備 え た 軸 体 ５ の 先 端 部 に 、 可 撓 性 を
有 す る 微 細 な 可 撓 軸 ７ を 備 え た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 可 撓 軸 ７ の 先 端 部 に は 、 先 端 側 ほ ど 薄 く な り 、 か つ 幅 が 大 き く な る 形 状 の 板 状 の 拡 大
部 ９ が 設 け て あ り 、 こ の 拡 大 部 ９ に は 、 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ が 入 り 込 み 可 能 の 凹 部 （ 切
欠 部 ） １ １ が 先 端 側 及 び 拡 大 部 ９ の 厚 さ 方 向 へ 開 口 し て 形 成 し て あ る 。 そ し て 、 前 記 凹 部
１ １ の 両 外 側 に は 逆 回 転 （ 左 回 転 ） 時 に 切 削 作 用 を 行 う 切 削 刃 １ ３ が 傾 斜 し て 形 成 し て あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
し た が っ て 、 前 記 軸 体 ５ の 取 付 部 ３ を 回 転 用 ア ク チ ュ エ ー タ に 取 付 け て 逆 回 転 し 、 前 記 歯
髄 腔 Ａ 内 に 挿 入 す る と 、 歯 髄 腔 Ａ 内 の 破 片 Ｃ の 頭 部 付 近 の 内 面 が 切 削 刃 １ ３ に よ っ て 切 削
さ れ て 拡 開 さ れ る こ と に な る 。 こ の 際 、 歯 髄 腔 Ａ が 多 少 湾 曲 し て い る 場 合 で あ っ て も 、 可
撓 軸 ７ が 切 削 抵 抗 の 小 さ い 方 へ 湾 曲 す る こ と に よ っ て 歯 髄 腔 Ａ の 湾 曲 に 倣 う こ と と な る 。
そ し て 、 前 記 切 削 刃 １ ３ に よ る 歯 髄 腔 Ａ の 内 面 の 切 削 が 進 行 す る と 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ
う に 、 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ は 前 記 拡 大 部 ９ の 凹 部 １ １ 内 に 相 対 的 に 進 入 す る こ と と な り
、 拡 大 部 ９ の 左 回 転 に 追 従 し て 破 片 Ｃ も 多 少 は 左 回 転 さ れ て 僅 か で は あ る が 抜 け 出 る 傾 向
に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 述 の ご と く 切 削 拡 開 工 具 １ に よ っ て 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ 付 近 の 歯 髄 腔 Ａ を 拡 開 し 、 か
つ 前 記 破 片 Ｃ が 僅 か に 抜 け 出 た 状 態 に お い て 、 切 削 拡 開 工 具 １ の 軸 体 ５ の 先 端 の 拡 大 部 ９
を 歯 髄 腔 Ａ か ら 抜 き 出 す と 、 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ は 、 図 １ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 拡 開 し
た 歯 髄 腔 Ａ の 内 面 に 接 触 す る よ う に 倒 れ る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ こ で 、 拡 開 し た 歯 髄 腔 Ａ の ほ ぼ 中 央 部 に 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ が 位 置 す る よ う に 調 整 す
る た め に 、 超 音 波 切 削 工 具 １ ５ が 使 用 さ れ る 。 こ の 超 音 波 切 削 工 具 １ ５ は 、 図 ４ に 示 す よ
う に 、 超 音 波 発 生 器 （ 図 示 省 略 ） に 備 え た 超 音 波 振 動 子 へ の 取 付 部 １ ７ を 備 え て お り 、 こ
の 超 音 波 切 削 工 具 １ ５ の 軸 体 １ ９ は 前 記 取 付 部 １ ７ の 軸 心 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 長 く 設
け て あ り 、 か つ 先 端 側 が 約 ０ ． ４ φ 程 度 に 細 く な る よ う に テ ー パ 状 に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 前 記 軸 体 １ ９ の 先 端 部 に は 、 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ の 外 周 部 に 対 応 し た 凹 部 ２ １
が 形 成 し て あ る 。 前 記 凹 部 ２ １ は 円 弧 溝 状 に 形 成 し て あ り 、 こ の 円 弧 状 溝 の 円 弧 面 ２ １ Ｆ
と 周 面 と の 交 差 部 に 切 削 刃 ２ １ Ｂ が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 先 端 面 ２ １ Ｅ が 切 削 刃 と し て
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 構 成 に よ り 、 前 記 超 音 波 切 削 工 具 １ ５ の 軸 体 １ ９ の 先 端 部 の 凹 部 ２ １ が 破 片 Ｃ の 頭 部
Ｃ Ｈ と 対 向 す る よ う に 歯 髄 腔 Ａ 内 に 挿 入 し 、 軸 体 １ ９ に 超 音 波 振 動 を 付 与 す る こ と に よ り
、 前 記 切 削 刃 ２ １ Ｂ 及 び 先 端 面 ２ １ Ｅ に よ っ て 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ の 周 囲 の 歯 質 の 切 削 除 去
作 用 が 行 わ れ 、 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ の 周 囲 は 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 さ ら に 拡 開 さ
れ て 、 比 較 的 大 き な 空 間 が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 図 ４ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） の 相 違 は 、 軸 体 １ ９ の 前 端 部 設 け た 凹 部 ２ １ の 位 置 が 屈 曲 し た
軸 体 １ ９ の 外 側 に 位 置 す る か 内 側 に 位 置 す る か の 相 違 で あ っ て 、 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ の
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傾 斜 方 向 の 相 違 に よ っ て 使 い 分 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 述 の ご と く 、 拡 開 さ れ た 歯 髄 腔 Ａ の ほ ぼ 中 央 部 に 頭 部 Ｃ Ｈ が 位 置 決 め さ れ た 態 様 に あ る
破 片 Ｃ を 抜 き 取 る た め に 、 破 片 抜 き 取 り 工 具 ２ ３ が 使 用 さ れ る 。 上 記 破 片 抜 き 取 り 工 具 ２
３ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 筒 状 の 柄 部 材 ２ ５ を 備 え て お り 、 こ の 柄 部 材 ２ ５ の 嵌 合 孔 ２ ７
の 先 端 部 に は 接 合 キ ャ ッ プ ２ ９ が 着 脱 交 換 可 能 に 嵌 合 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 接 合 キ ャ ッ プ ２ ９ に は 細 く 長 い パ イ プ 材 ３ １ が 一 体 的 に 取 付 け て あ り 、 こ の パ イ プ 材
３ １ の 先 端 部 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 先 端 部 の 穴 ３ ３ の 形 状 が ２ 個 の 円 孔 の １ 部 が 重 な っ
た 態 様 の 穴 形 状 、 す な わ ち ほ ぼ ８ 字 形 状 を 呈 す る よ う に 両 側 か ら 押 し 潰 し て あ る 。 換 言 す
れ ば 、 パ イ プ 材 ３ １ の 先 端 部 は 両 側 か ら 押 し 潰 す こ と に よ り 穴 ３ ３ を ２ つ の 部 分 に 区 画 し
て あ る 。 そ し て 、 上 記 穴 ３ ３ の 区 画 さ れ た 部 分 に 案 内 さ れ 、 か つ 前 記 パ イ プ 材 ３ １ の 先 端
部 か ら 突 出 し た 部 分 に ル ー プ ３ ５ を 形 成 し て 折 り 返 し た 線 部 材 ３ ７ の 両 端 部 は 、 前 記 パ イ
プ 材 ３ １ 及 び 部 分 キ ャ ッ プ ２ ９ を 貫 通 し て 係 止 片 ３ ９ に 固 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 穴 ３ ３ を 押 し 潰 し た と き の 最 接 近 部 分 の 間 隔 寸 法 は 前 記 線 部 材 ３ ７ の 直 径 よ り 小 さ な
寸 法 で あ っ て 、 線 部 材 ３ ７ が 穴 ３ ３ 内 に 入 り 込 ま な い よ う に 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 記 係 止 片 ３ ９ は 、 前 記 柄 部 材 ２ ５ に 設 け た 前 記 嵌 合 孔 ２ ７ 内 に 摺 動 自 在 に 備 え た ス ラ イ
ド 部 材 ４ １ の 係 止 部 ４ ３ に 係 合 離 脱 自 在 に 係 合 し て あ る 。 前 記 ス ラ イ ド 部 材 ４ １ に は 、 前
記 柄 部 材 ２ ５ に 形 成 し た 長 手 方 向 の ス ロ ッ ト ４ ５ に 移 動 自 在 に 係 合 し た 操 作 用 の ス ラ イ ド
ト リ ガ ー ４ ７ が ボ ル ト を 介 し て 一 体 的 に 取 付 け て あ る 。 そ し て 、 前 記 ス ラ イ ド 部 材 ４ １ と
前 記 嵌 合 孔 ２ ７ の 底 部 と の 間 に 弾 装 し た コ イ ル ス プ リ ン グ 等 の ご と き 弾 性 部 材 ４ ９ に よ っ
て 、 前 記 ス ラ イ ド 部 材 ４ １ は 前 記 嵌 合 キ ャ ッ プ ２ ９ に 当 接 す る 方 向 へ 常 に 付 勢 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 構 成 に お い て 、 常 態 に お い て は パ イ プ 材 ３ １ の 先 端 部 か ら 線 部 材 ３ ７ が 突 出 し た 部 分
に ル ー プ ３ ５ が 形 成 さ れ た 状 態 に あ り 、 ス ラ イ ド ト リ ガ ー ４ ７ を 操 作 し て 、 弾 性 部 材 ４ ９
の 付 勢 力 に 抗 し て ス ラ イ ド 部 材 ４ １ を 嵌 合 孔 ２ ７ の 内 方 向 へ 移 動 し て 線 部 材 ３ ７ を 引 き 込
む と 、 前 記 ル ー プ ３ ５ の 径 は 次 第 に 小 さ く な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 線 部 材 ３ ７ は 、 パ イ プ 材 ３ １ の 先 端 部 に 形 成 し た ほ ぼ ８ 字 形 状 の 穴 に よ っ て 案 内 さ
れ て い る の で 、 パ イ プ 材 ３ １ の 先 端 部 か ら 突 出 し た 部 分 が 捩 れ る よ う な こ と が な く 、 前 記
ル ー プ ３ ５ を 大 き く 形 成 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
し た が っ て 、 前 述 し た よ う に 、 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ を 前 記 歯 髄 腔 へ の ほ ぼ 中 央 部 に 位 置 せ し
め た 態 様 の 状 態 に あ る と き に 、 前 記 破 片 抜 き 取 り 工 具 ２ ３ の パ イ プ 材 ３ １ の 先 端 部 を 前 記
歯 髄 腔 Ａ 内 に 入 れ る 。 そ し て 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 パ イ プ 材 ３ １ の 先 端 部 か ら 突 出
し て 大 き く 形 成 さ れ て い る ル ー プ ３ ５ 内 に 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ を 入 れ た 後 、 前 述 し た よ う に
ス ラ イ ド ト リ ガ ー ４ ７ を 操 作 し て 前 記 ル ー プ ３ ５ を 次 第 に 小 さ く し 、 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ を
線 部 材 ３ ７ の ル ー プ ３ ５ で も っ て 締 付 け る 。 そ の 後 、 前 記 破 片 抜 き 取 り 工 具 ２ ３ を 外 部 へ
取 り 出 す こ と に よ り 、 前 記 破 片 Ｃ を 抜 き 取 る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 前 記 ス ラ イ ド リ ガ ー ４ ７ の 誤 操 作 に よ っ て 前 記 ル ー プ ３ ５ が 小 さ く な っ た 場 合 で あ
っ て も 、 前 記 線 部 材 ３ ７ が 穴 ３ ３ 内 に 入 っ て し ま う よ う な こ と が な い の で 、 前 記 ル ー プ ３
５ を 再 び 大 き く す る こ と が 容 易 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 破 片 抜 き 取 り 工 具 ２ ３ に お い て は 、 柄 部 材 ２ ５ の 嵌 合 孔 ２ ７ に 対 し て 接 合 キ ャ ッ プ ２
９ が 着 脱 交 換 自 在 で あ り 、 か つ 線 部 材 ３ ７ の 端 部 を 連 結 し た 係 止 片 ３ ９ が ス ラ イ ド 部 材 ４
１ の 係 止 部 ４ ３ に 対 し て 着 脱 交 換 自 在 で あ る か ら 、 線 部 材 ３ ７ が 破 断 し た 場 合 や 数 回 使 用
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し た と き な ど 、 ま た 衛 生 的 な 点 な ど 、 必 要 に 応 じ て 適 正 な と き に 先 端 側 の 接 合 キ ャ ッ プ ２
９ 等 を 着 脱 交 換 す る こ と が で き 、 常 に 良 好 な 状 態 を 維 持 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
既 に 理 解 さ れ る よ う に 、 根 管 治 療 時 に 器 具 が 破 損 し て 破 片 Ｃ が 根 管 部 に 残 っ た よ う な 場 合
に は 、 切 削 拡 開 工 具 １ に よ っ て 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 付 近 の 周 囲 を 切 削 刃 １ ３ に よ り 切 削 し て
歯 髄 腔 Ａ を 拡 開 し 、 か つ 超 音 波 切 削 工 具 １ ５ の 凹 部 ２ １ を 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 に 対 向 し て 破
片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ の 周 囲 の 歯 質 の 切 削 除 去 を 行 っ て 周 囲 を さ ら に 拡 開 し た 後 、 破 片 抜 き 取 り
工 具 ２ ３ に 備 え た 線 部 材 ３ ７ の ル ー プ ３ ５ に よ っ て 前 記 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ を 締 付 け て 破 片
Ｃ の 抜 き 取 り を 行 う も の で あ る か ら 、 破 片 Ｃ の 抜 き 取 り を 確 実 に 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 前 記 切 削 拡 開 工 具 １ は 左 回 転 時 に 切 削 刃 １ ３ は 切 削 作 用 を 行 う も の で あ る か ら 、
破 片 Ｃ を 抜 き 出 す 方 向 に 回 転 す る こ と が あ っ て も 、 埋 め 込 む 方 向 に 回 転 （ 右 回 転 ） す る よ
う な こ と が な く 歯 髄 腔 Ａ の 拡 開 を 良 好 に 行 う こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 超 音 波 切 削 工 具 １ ５ に お い て は 、 先 端 部 に 備 え た 凹 部 ２ １ を 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ に 対
向 し て 超 音 波 振 動 に よ っ て 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ の 周 囲 の 歯 質 の 切 削 除 去 作 用 を 行 う も の で あ
る か ら 、 上 記 線 部 材 ３ ７ の ル ー プ ３ ５ を 破 片 Ｃ に 掛 け る た め の 拡 開 切 削 作 用 を 容 易 に 行 い
得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 破 片 抜 き 取 り 工 具 ２ ３ に お い て は 線 部 材 ３ ７ の ル ー プ ３ ５ に よ っ て 破 片 Ｃ の 頭 部
Ｃ Ｈ を 締 め 付 け た 状 態 で も っ て 破 片 Ｃ の 抜 き 取 り を 行 う も の で あ る か ら 、 前 記 ル ー プ ３ ５
か ら 破 片 Ｃ の 頭 部 Ｃ Ｈ が 外 れ る よ う な こ と が な く 、 破 片 の 抜 き 取 り を 確 実 に 行 う こ と が で
き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の ご と き 説 明 よ り 理 解 さ れ る よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 根 管 部 に 残 っ た 器 具 の 破 片 の
抜 き 取 り を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 前 述 し た ご と き 従 来 の 問 題 を 解 消 し 得 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 根 管 部 に 残 っ た 器 具 の 破 片 を 抜 き 取 る 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 根 管 部 に 残 っ た 器 具 の 破 片 を 抜 き 取 る 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 切 削 拡 開 工 具 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 超 音 波 切 削 工 具 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 破 片 抜 き 取 り 工 具 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 パ イ プ 材 の 先 端 部 の 穴 形 状 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 切 削 拡 開 工 具
５ ， １ ９ 　 軸 体
７ 　 可 撓 軸
９ 　 拡 大 部
１ １ ， ２ １ 　 凹 部
１ ３ 　 切 削 刃
１ ５ 　 超 音 波 切 削 工 具
２ ３ 　 破 片 抜 き 取 り 工 具
２ ５ 　 柄 部 材
２ ７ 　 嵌 合 孔
２ ９ 　 接 合 キ ャ ッ プ
３ １ 　 パ イ プ 材
３ ３ 　 穴
３ ５ 　 ル ー プ
３ ７ 　 線 部 材
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３ ９ 　 係 止 片
４ １ 　 ス ラ イ ド 部 材
４ ７ 　 ス ラ イ ド ト リ ガ ー
４ ９ 　 弾 性 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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解决的问题：提供一种碎片提取方法及其工具，其能够容易地提取残留
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分21与碎片C，切割工具15相对的方向扩展纸浆腔的步骤 施加超声波振
动以切割并去除碎片C的头部CH周围的牙齿物质以使其进一步变宽的步
骤，以及从碎片提取工具23中设置的管材31的顶端突出的线材37。 以及
通过1的环部35紧固和去除碎片C的头部CH的步骤，即提取根管治疗器
械的碎片的方法。 [选型图]图1
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